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X13a 直接温度法で探る z ∼ 2星形成銀河の星間物質進化
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BPTダイアグラム ([O iii]/Hβ対 [N ii]/Hα図)上の星形成銀河の分布は、z = 0と z = 2で異なることが知られ
ている (BPTオフセット)。このBPTオフセットは星間物質の性質の進化を示唆しており、z = 0−2でどのような
進化があったのかを明らかにすることは喫緊の課題である。現在、ガス重元素量 (O/H)に対する窒素・酸素組成比
(N/O)または電離パラメータの増加が最も有力とされているが、いまだに決定的な結論には至っていない。決定的
な結論を得るためには直接温度法による測定が必要不可欠であるが、直接温度法で使われるO iii]1665/[O iii]4363
輝線は微弱であるため、これまで z ∼ 2銀河への直接温度法の適応は難しいものと考えられてきた。
そこで本研究は、初めて 11個もの z ∼ 2銀河に対して直接温度法による測定をし、z ∼ 2における N/Oの増

加と電離パラメータの増加の可能性を議論した。我々は z = 2.16の銀河に対してKeck/LRISによる分光観測を
行い、1個の銀河に対して 6.8σでO iii]1665を検出した。さらに、重力レンズで増光された銀河を中心に徹底的
な文献調査を行い、O iii]1665または [O iii]4363の検出された 10個の z ∼ 2銀河を選び出した。これら合わせて
11個の z ∼ 2銀河は、N/Oに平均して 0.15 dex以上の増加がないことを示しており、少なくともN/Oの増加だ
けでは BPTオフセットを説明できなかった。さらに、複数の z ∼ 2銀河が電離パラメータの超過を示しており、
この電離パラメータの超過がBPTオフセットに寄与していると考えられる。講演では、今回得られた結果の物理
的解釈について、詳細な議論を展開する。


